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特
集

と
こ
ろ
で
生
涯
学
習
っ
て

 

「
生
涯
学
習
」
と
い
う
言
葉
を

一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
で
も
、
普
段
か
ら
意

識
し
て
生
活
し
て
い
る
人
は
少
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

生
涯
学
習
と
は
「
生
涯
に
わ
た

っ
て
、
自
己
の
充
実
・
啓
発
や
生

活
の
向
上
を
目
指
し
、
自
分
に
合

っ
た
手
段
・
方
法
で
自
発
的
に
行

う
学
習
」
の
こ
と
で
す
。
学
校
や

社
会
の
中
で
の
学
習
活
動
だ
け
で

な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
、
映

画
や
絵
画
・
音
楽
を
鑑
賞
す
る
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
に
参
加
す
る
、
趣
味
の

習
い
事
を
す
る
、
と
い
う
こ
と
も

生
涯
学
習
に
含
ま
れ
ま
す
。

生
涯
学
習
推
進
員
の
役
割

　

市
で
は
、
生
き
が
い
に
結
び
付

く
よ
う
な
生
涯
学
習
に
出
会
え
る

よ
う
、
そ
し
て
学
習
活
動
が
展
開

さ
れ
る
よ
う
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
「
鶴
岡
市
生
涯
学

習
推
進
員
」
の
配
置
で
す
。
平
成

二
十
九
年
四
月
現
在
で
推
進
員
は

百
七
十
人
。
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
や
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
、

地
区
公
民
館
等
を
活
動
拠
点
と
し
、

各
セ
ン
タ
ー
等
の
事
務
局
職
員
や

住
民
と
連
携
し
な
が
ら
、
各
種
講

座
、
体
験
事
業
、
文
化
祭
や
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
づ
く
り
活

動
な
ど
、
様
々
な
学
習
活
動
や
交

流
活
動
な
ど
の
生
涯
学
習
活
動
を

企
画
・
実
践
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

生
涯
学
習
活
動
に
参
加
し
て
み
よ
う

　

生
涯
学
習
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
興

味
や
関
心
で
進
め
ら
れ
て
い
く
も

の
で
す
が
、
そ
の
過
程
で
同
じ
目

生
涯
学
習
を

　
　
お
手
伝
い
し
ま
す

生
涯
学
習
活
動
の
仕
掛
け
人
と
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
て
活
動
す
る
鶴
岡

市
生
涯
学
習
推
進
員
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
合
せ
…
本
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
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　七日町観音堂のだるま市の12月17日に小学生
が第一学区コミュニティ防災センター～光明寺を
歩きながら旧町名と由来を学び、観音堂をお参り
しました。だるま市の話を聞き、市指定天然記念
物「光明寺の笠マツ」を見学。同寺の石原さんの
琵琶演奏などを通して地元の歴史に触れました。

城下町鶴岡の歴史を学ぼう
光明寺とだるま市

私たちの活動を紹介します

清野康子さん（第一学区担当）

毎年実施している「生涯学習推進員・生涯学習
関係職員合同研修会」（平成28年10月18日）
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的
を
持
つ
仲
間
同
士
や
同
じ
地
域

に
暮
ら
す
住
民
同
士
で
と
も
に
楽

し
く
学
び
あ
う
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
生
涯
学
習
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の

課
題
を
見
つ
け
た
り
、
魅
力
を
再

発
見
し
た
り
、
自
分
の
住
む
場
所

を
見
詰
め
直
す
き
っ
か
け
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

生
涯
学
習
に
興
味
が
あ
る
方
や

生
涯
学
習
活
動
に
参
加
し
て
み
た

い
方
は
、
ぜ
ひ
最
寄
り
の
各
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
の
事
務
局

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生涯学習推進員の問合せはこちらへ

●鶴岡・朝日地域の方…最寄りのコミュニティセンター
●藤島・羽黒地域の方…最寄りの地区・地域活動センター
●櫛引地域の方…櫛引公民館
●温海地域の方…温海庁舎総務企画課
●推進員に関すること全般…本所コミュニティ推進課また
　は各地域庁舎総務企画課

　

若
い
と
き
か
ら
地
元
の
公
民
館

活
動
や
町
内
会
活
動
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
時
間
の
融
通
が
利
く

こ
と
も
あ
っ
て
、
平
成
八
年
度
に

推
進
員
に
な
ら
な
い
か
と
声
を
掛

け
ら
れ
ま
し
た
。
以
来
、
二
十
年

以
上
、
生
涯
学
習
活
動
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

大
山
地
区
で
一
番
力
を
入
れ
て

い
る
活
動
は
「
高
館
山
少
年
教

室
」
で
す
。
今
年
で
四
十
六
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。
一
年
間
か
け
て

地
域
の
自
然
や
人
、
歴
史
、
産
業
、

風
習
な
ど
を
体
感
す
る
も
の
で
、

地
元
の
様
々
な
人
の
協
力
を
得
な

が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
の
影
響
で
子
供
は
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
生
涯

学
習
活
動
で
関
わ
っ
た
大
山
の
子

供
た
ち
が
、
将
来
、
大
山
地
区
を

ど
う
築
い
て
く
れ
る
の
か
、
今
か

ら
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

頭ではなく体で大山地区の豊かさを感じて欲しいⅰ 佐藤光逸さん（大山地区担当）生涯学習推進員インタビュー

「楽しく」が何よりも大切ですⅰ 難波智明さん（大針地区担当）　生涯学習推進員インタビュー

　

私
は
大
針
公
民
館
の
事
務
局
を

担
当
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
二
十

一
年
度
か
ら
大
針
地
区
の
推
進
員

と
し
て
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
ス

ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
大
針
公
民
館
で
活
動
す
る

も
の
で
は
敬
老
会
や
運
動
会
、
夏

祭
り
が
あ
り
ま
す
。
朝
日
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
活
動
す

る
も
の
で
は
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
住
む
大
針
地
区
で
は
、
過

疎
化
が
こ
れ
か
ら
も
続
く
と
思
い

ま
す
。
元
気
あ
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
は
、
住
ん
で
い
る
人
が
一

丸
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

事
業
ご
と
に
地
元
の
皆
さ
ん
が

気
軽
に
集
ま
っ
て
、
楽
し
く
活
動

し
た
り
、
交
流
し
た
り
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
推
進
員
に
与
え
ら
れ

た
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　この活動は、参加者が地元の史跡を訪ね歩き、
交流と見聞を深めることを目的に開催されまし
た。私は岩屋洞窟へと続く道の除草・整備や座談
会当日の進行など、地元の方と一緒に準備から運
営まで関わりました。参加者は31人。幅広い年
代の方が参加し交流を深めることができました。

地域座談会
藤沢岩屋洞窟遺跡めぐり

私たちの活動を紹介します

佐藤智行さん（湯田川地区担当）




